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機１ 

 第 570 回 役員会 議事概要 

 

 

１ 日 時  令和５年２月９日（木） ９時 30 分～10時 20 分 

 

２ 場 所  Zoom 会議 

 

３ 出席者  構成員７名： 
牛木学長，川端理事，坂本理事，澤村理事，末吉理事，塚本理事，

（欠席：西田理事） 
       陪席者３名： 
        冨田特命理事，田代監事，（欠席：逸見監事） 
 

４ 議事概要の確認 

第 567 回(令和５年１月 23 日），第 568 回（令和５年１月 24 日），第 569 回   

（令和５年１月 25日）の議事概要が確認された。 

 

５ 審議事項 

（１）定年延長の導入について 

定年延長の導入について，資料１に基づき審議が行われ，原案のとおり承認され

た。 

（主な意見及び質疑等） 

・新人や優秀な人材の確保は喫緊の課題となっており，新規採用に支障が出ないよ

うな運用が望ましいと思う。また，役職定年についても，これまでの仕組みをう

まく活用しながら対応していければ良いと思う。 

・病院セグメントと大学セグメントで異なる事情もあると思うが，上手に乗り越え

ていただきたいと思う。また，大学セグメントについても，役職定年という形に

はなるが，特に管理職だった職員の能力を考えると，その能力が生かして次の世

代の育成に利するようなポジションを模索していく必要があると思う。 

 

 

（２）令和５年度から７年度に向けての入学志願者確保の基本方針について 

令和５年度から７年度に向けての入学志願者確保の基本方針について，資料２に

基づき審議が行われ，原案のとおり承認された。 

（主な意見及び質疑等） 

・今までの方針を継続する形になっているが，特定の対策に注力していくことにす

るのか，あるいは，満遍なく力を入れていくことにするのか伺いたい。 

・本学の志願者が多い近隣県に対しては継続的にＰＲしていくが，関東圏について

も，ターゲットを絞ってＰＲしていきたいと考えている。 
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・新幹線で移動しやすい範囲が候補になると思う。ただし，学外試験場については，

他大学でも行ってはいるが，新潟市の場合は，上越新幹線が通っており，関東圏

からの交通の便も良いので，関東圏に学外試験場を設ける必要があるかについて

は検討した方が良いと思う。 

・教育サービスのマーケティングの話にもなるが，まずはコンタクトで気付いても

らう必要があり，次に，魅力を感じてもらうという２段階で考えていく必要があ

ると思う。また，プロセスを考えてみても，ＳＮＳを中心としたアクセス数を考

えていくところが発端になると思う。新潟の魅力を感じて残る学生が減ってしま

っているので，将来のキャリアパスを意識したリクルートも考えていかなければ

ならないと思う。 

・県内の志願者が減っているが，以前にシミュレーションした時には，18 歳人口が

減少していること，県内は専門学校等へ進学する学生が多いことを要因として，

大学へ進学する学生が少なくなっているが，この人数を増やしていけば志願者数

自体も増えていくという理解であった。現在の減少の理由としては，何が一番関

係しているのか伺いたい。 

・現在は，専門学校等への進学による影響は少ないと考えている。もちろん首都圏

に出てしまう受験生も多いが，県内全体の 18 歳人口自体が減少しているので，

国立大学に入りたいという受験生の取り合いが起こり，県内の志願者数が減って

しまっている。そうしたときに，本学としてどういったことを推していくかが問

題であり，特徴のある魅力を出していかないと，これから先が苦しいと思う。創

生学部も一時期は倍率が高かったが，他大学でも問題解決型の学部が増え，目新

しさがなくなってしまっているので，そういう面では，創生学部の役割も早急に

考えないと，今以上に倍率が落ちてしまうのではないかと危惧している。 

・ステークホルダーごとのイメージ作りが大事なので，本学が受験生に対してどう

いうイメージを与えるかという点は考えていかなければならず，地方自治体等へ

アピールするイメージと同じように，受験生に対しての本学のイメージを作って

いかなければならないと思う。基本方針はこの内容で良いと思うが，そういった

メリハリとブランディングというところをどのように考えるかが今後の課題に

なると思う。 

・確かに新潟大学としてのイメージが少し弱いかもしれない。公式ホームページを

広報媒体として利用している受験生も多いようなので，もっと動画を増やすなど，

簡単に見られるようなものがあると良いと思う。また，特定の先生の授業を受け

たいから新潟大学に入学したという学生もいるので，キーとなる教員のコメント

を動画にするのも良いと思う。 

・出前講義やオープンキャンパスもそうであるが，共通したブランディングができ

ると良いと思うので，そういったことも含めて検討いただきたい。 

・キャンパスの綺麗さや設備の良さなども大事だと思う。スマートキャンパス等も

含めて進めていく必要があると思う。 
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６ 報告事項 

（１）医歯学総合病院診療実績（令和 4年 12 月分）について 

医歯学総合病院診療実績（令和 4 年 12 月分）について，資料３に基づき報告が

あった。 

（主な意見及び質疑等） 

 ・新潟市内の病院も含めて，照明のＬＥＤ化を進めている病院が多いようであるの

で，本院でもチームＧＸを立ち上げてしっかりと対応していきたいと思う。 

・省エネ等については，大学側も順次進めていかなければいけないが，これもイメ

ージ作りが大事であると思っている。スマート化やグリーンエネルギーなどにつ

いても，研究だけではなく，キャンパス内の取組みとして見せていくことも大事

であり，考えていかなければならないことだと思う。大学のスタンスとして，た

だ倹約するのではなく，工夫をしながら対応していることを発信していくのもブ

ランディングの一つではないかと思う。  

 


